幼稚園・保育園・こども園用

こども赤十字 (せきじゅうじ)のメッセージ


　みなさん、こんにちは。
きょうは、こども赤十字のことについて、おはなしします。めをおおきくひらいて、おみみで、しっかりときいてください。
　こども赤十字で、いちばんだいじなことは、みんなとなかよくすることです。まわりのおともだちと、なかよくしましょう。おうちのひとや、せんせいと、えがおでおはなししましょう。おともだちは、せかいじゅうにいます。せかいじゅうのおともだちと、なかよくなれると、いいですね。
これからますます、げんきいっぱい、えがおいっぱいで、こども赤十字のかつどうを、つづけてください。

　　　　　　　　　　　　　　　令和８年　月　日
　　　　　　　　　　　　　日本赤十字社　岩手県支部
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小学校用
青少年赤十字登録式に寄せて
日本赤十字社岩手県支部

本日、新しくＪＲＣのメンバーになる1年生の皆さん、おめでとうございます。そして、２年生から６年生の皆さん、進級おめでとうございます。
今日は日本赤十字社から皆さんへ、ＪＲＣのお話を贈ります。
ＪＲＣとは、正しくはＪ＝Junior（ジュニア）、Ｒ＝Red（レッド）、Ｃ＝Cross（クロス）と言い、日本語では、青少年赤十字と訳します。ですから、皆さんは、青少年赤十字のメンバーということになります。
青少年赤十字、つまりＪＲＣとは、どのようなものでしょうか。元々は、今から１５０年以上も前に、スイス人のアンリー・デュナンという人が、世界を平和にしたいと願って作った「赤十字」がはじまりです。その願いをうけて、学校の子ども達にも活動が広がり、世界や日本の学校にＪＲＣが誕生しました。
まず、赤十字の活動を簡単にご紹介します。
赤十字は、みなさんの健康と命を守る活動を行っています。病院、献血、看護師さんの学校など、病気になった人やケガをした人を助ける活動があります。それから、地震や津波、火事など大きな災害が起きた時は、災害に巻き込まれた人を助けるために、避難所のお手伝いもします。募金活動を行って、お金を届ける取り組みもします。
このように、誰かが苦しんでいる、困っている、そういう時に活動するのが赤十字なのです。ですから、ＪＲＣのメンバーである皆さんも、その気持ちを何よりも大切にしてください。
では、小学生の皆さんには、どのようなＪＲＣの活動ができるでしょうか。ここからのお話は１年生だけでなく、全員が心で受け止めてください。皆さんに最も大切にしてほしいこと。それは、普段の学校生活で、自分に何が出来るのかを考え、それを実行に移すということです。
例えば、地域の人が学校の中で迷っていたなら、あなたはどう行動しますか。例えば、低学年の子が休み時間に廊下で泣いていたなら、あなたは何と声をかけますか。
一番してはいけないこと、それは、見て見ぬふり、知らないふりをしてしまうことです。困っていたり、苦しんでいたりする人を見かけた時、行動できる人であってほしいのです。誰にでもピンチは訪れます。そのとき、皆さんにＪＲＣの心が根付いていれば、きっと救ってくれる人が現れます。救われた人は、次に誰かのピンチを見かけた時、今度は自分が声をかけるでしょう。このように、お互い、助け合ったり支え合ったりすれば、学校全体が明るい笑顔で満ちあふれます。けれど、他の人のことなんか知らない、自分が楽しければそれでいいと考える人が増えてしまうと、とたんに学校は明るい笑顔を失ってしまいます。
テレビなどのニュースを見ていると、毎日のようにいろいろな事故や事件が起きていて、時々つらくなることもあります。けれど、よく見ていると、誰かが救いの手を差しのべている事に気付きます。遠い外国であっても、自分の住んでいる町のことであっても、お互いに支え合う気持ちは同じだということです。ＪＲＣの仲間は世界中にいます。あなたもその一人だということを、どうか忘れないでください。
特別なことをしなくていい。そっとひと声、「だいじょうぶ？」と話しかける。ここから笑顔の学校づくりは始まるのです。皆さんの一年が、やさしさと笑顔に包まれることを願っています。

令和８年　月　日
日本赤十字社岩手県支部











中学校・高校用
青少年赤十字登録式に寄せて
日本赤十字社岩手県支部

本日の講話のテーマは「一円玉募金」です。一円玉募金は、日本のＪＲＣメンバーによる国際支援活動ですが、誕生のいきさつと現在の取組について説明します。
支援対象国はこれまでネパールとバヌアツの２か国でした。ネパールは水道の環境が大変悪く、不衛生な水しか手に入らないため、沢山の子どもが5才の誕生日を迎えられず亡くなってしまうという深刻な問題を抱えていました。この事情を知ったＪＲＣ加盟校のある生徒が、「幼い命を救いたい」と思ったことが発案のきっかけです。
けれどネパールは遠い国。そして一人の力はとても小さい。自分の財布を眺めても小銭がいくつか残っているだけ。何とかならないのだろうか…。そのとき、気づいたことがあります。一円というお金は小さくても、沢山の人から集めれば大きな金額になるではないか。よし、全国にいるＪＲＣの仲間に呼びかけてみよう。
この決意は行動に移され、趣旨に賛同したメンバーから何千万円という募金が集まったのです。それが資金となってネパールで井戸が掘られ、清潔な水が子ども達の元に届くようになりました。それからというもの、命を失う子どもの数が目に見えて減っていきます。そして令和6年度。一円玉募金によるネパールへの支援は終結となりました。これは、ネパールは支援を受けなくても大丈夫な国になったという嬉しいメッセージなのです。1960年代から始まったＪＲＣの取組が、一つの国を救うというとても大きな事を成し遂げ、見事に完結しました。
バヌアツという国も自然災害が非常に多く、そのリスクは世界一と言われています。バヌアツは太平洋にある80以上の火山島が集まった国で、これまで何度も大きな地震や津波に襲われてきました。台風が上陸することも多く、にもかかわらず子ども達が防災について学ぶ機会がなかったため、被害の拡大を招いていました。この国にもＪＲＣからの募金は届いています。防災の教材を提供したり、ボランティアを育成したりして、少しずつ子ども達は災害の時にどう行動すべきかを学んでいます。
さて、ネパールに代わって、令和７年度から支援対象となったのが、アフリカのルワンダという国です。
ルワンダには悲劇の歴史があります。ここで詳しくお話する時間はありませんが、簡単に説明すると、ヨーロッパの国々に支配されたり、民族同士の対立があったりしたため、人類史に残る悲惨な虐殺事件が繰り返し発生したのです。特に、1994年に起きた「ルワンダの涙」と呼ばれる大虐殺では、80万人とも100万人ともいわれる犠牲が出ました。一日に一万人以上が殺される日々が何日も続いたということです。その結果、国内は荒れ果てて、国際社会からも見捨てられ、ルワンダは国としての形を失います。
けれど、ルワンダはよみがえります。新しい大統領は、まず民族の対立にストップをかけます。そして女性の地位の向上を図り、観光や農業に力を入れます。もともとルワンダという国は素晴らしい大自然に恵まれていたので、観光客が増えていきました。ルワンダならではの農業も発展させ、コーヒーやナッツ、花などの生産で国民にお金をもたらしました。今ではICTにも力を入れていて、世界有数の情報先進国になったのです。この復活劇は「ルワンダの奇跡」と呼ばれ、世界中から称賛されました。
そこに一役買っているのが、実は岩手の八幡平市の花だということを、皆さんは知っていましたか。安代リンドウの栽培地としてルワンダが大活躍しているのです。リンドウは八幡平市からルワンダに送られ、アフリカの大地で立派に育ち、花はヨーロッパに届けられています。今では年間２百万本が出荷されるまでに成長し、ルワンダは世界一のリンドウ輸出国となりました。その売り上げは農家の人々の生活を少しずつ豊かにしています。
そんな素敵な国に生まれ変わったルワンダですが、地球温暖化などの影響による水不足は深刻な問題でした。先ほどのネパールのように、水がなければ人は生きていけません。赤十字は水道開通のために支援を続けてきました。そして、2021年から始まった工事が、2024年に完成の日を迎えます。人々が見守る中、水道の栓が明けられると、透明な水が噴き出したのです。村人たちは誰からともなく歌を歌い出し、やがて全員の合唱となり、皆で踊り始めました。険しい山道を、子どもや女性が毎日２時間もかけて水を汲んできた、辛く危険な日常から解放された瞬間でした。
それでも問題は山積しています。栄養や衛生について教わる機会がない子ども達、古くて設備の整っていない給食、そしてトイレ。子ども達が健康な生活を手に入れるまでには、お金も時間もかかります。そんなルワンダを支える取組が日本のＪＲＣ加盟校で始まっています。
赤十字の創設者・アンリーデュナンは、戦場で敵味方の区別なく傷ついた人を助けました。周囲の人から「なぜ、そんなことをするのだ」と尋ねられた時、彼は、こう答えたと言われています。「なぜなら、わたしたちはみな、きょうだいだから」と。
日本とルワンダもまた、国の違いはあれど、同じ地球という星に生まれたきょうだいです。八幡平市との縁も深いルワンダの子ども達を支援してくださいませんか。皆さんの思いを形にしてほしいのです。
一円玉募金へのご協力、よろしくお願いします。

令和８年　月　日本赤十字社岩手県支部
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